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研究の全体構想図  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの現状と課題 社会の背景・要請 

研究主題 

一人一人の子供が自ら深い学びを実現していく体育学習 

夏季合同研究会・研究発表大会による研究の評価・検証 

〈基 礎 研 究〉 

学習指導要領や中教審答申等の資料を収集・分析し、共通の知見を得る。 

〈調 査 研 究〉 

児童の現状や課題、教師の実践等をアンケート調査等の実施でつかむ。 

〈実 践 研 究〉 

令和２・３年度の実践研究の課題を踏まえ、年間２回の実証授業に取り組み、児童の変容や活動状況のデ

ータを基に、授業を評価し検証する。また、研究協力校等における実践研究報告を受け検証する。 

基本的な考え方  
一斉一律の課題解決的な学習から脱却し、一人一人の子供の能力や関心に応じて、

各領域の特性を踏まえた課題解決的な学習の実現を図る。 

 

学 習 指 導 要 領 

 

 

 

 
 

２年間の研究の成果 

○子供の運動（課題）との「出会い」、子供が自ら学習課題を見いだすための手立てや学習課題を 

解決していくための手立て、学習過程を工夫することができた。 

研究の視点（令和２年度）  

「一人一人の子供が学習課題を 

見いだすための手立ての工夫」 
 

 

研究の視点（令和３年度）  

「一人一人が見いだした学習課題を 

解決するための学習過程の在り方」 
 

 

 

 研究の視点（令和４年度）  

「一人一人の子供の自己評価の力を高める手立ての工夫」 
 

 
○子供が今もっている力を生かして自己評価を行い、その活動の積み上げの中で「自己評価の質」 

が高まっていくことを「子供の『自己評価の力』の高まり」ととらえる。 
○「教師が『させる』自己評価から、子供が『する』自己評価へ」の転換を図る。 

○「子供が自ら深い学びを実現していく体育学習」における子供の「学習の道筋（学習過程）」と、

その学習活動を充実させるための教師の関わり方を明らかにする。 

 

研究の視点のとらえ方 

子供が自ら深い学びを実現するための学習の道筋（学習過程）：例 

運動との出会い 学習課題を見いだす 学習課題を解決する活動 振り返り 

１ 



Ⅰ 研究の概要 
 
１ 研究主題 

「一人一人の子供が自ら深い学びを実現していく体育学習」 

 

２ 基本的な考え方 

小学校学習指導要領の改訂の趣旨やこれまでの研究経過を踏まえて設定した本研究主題による

研究は、今年度で３年目（最終年次）となる。本研究会では、これからの体育科の授業に求めら

れるものは、個々の子供が自ら学びたい、追究したいと思う学習課題を見いだし、試行錯誤を重

ねながら課題を解決していくこと、そして、この学びに子供が協働的に、繰り返し取り組むこと

で、子供自身が深い学びを実現していけるようにすることであると捉えている。このことが、持

続可能な社会の創り手に必要な資質・能力を一人一人が身に付けていくことにつながると考え

た。 

    研究主題に迫るため、令和２年度には、「一人一人の子供が学習課題を見いだすための手立て

の工夫」を、令和３年度には「一人一人が見いだした学習課題を解決するための学習過程の在り

方」を研究の視点とした。実証授業を通して、子供一人一人が、今もっている力を存分に発揮

し、主体的に学ぶ姿が見られる授業への改善を進めることができた。 

    今年度は、この主体的な学びをさらに充実し、子供が自らの学習をPDCAサイクルに沿って真似

ジメントし、深い学びにつなげていけるようにすることを目指して研究を推進し、研究主題の実

現に迫る。 

 

３ 研究の視点 

（１） 本年度の研究の視点 

「一人一人の子供の自己評価の力を高める手立ての工夫」 

（２） 研究の視点について 

これまでの２年間の研究の成果と課題を踏まえ、子供が自ら深い学びを実現していくことが

できるようにするため、今年度は、子供が自らの学習課題を解決する活動の中で行う「自己評

価」に焦点を当て、研究の視点を設定した。学習課題の解決に向けて、子供が自らの学習を振

り返り、新たな学習課題を見いだしたり、学習の進め方や課題解決の手立てを工夫したりして

学習を調整し、粘り強く課題解決に取り組めるようになるためには、一人一人の自己評価の

力」を高めることが重要であると捉えた。「自己評価の力」が高まることで、子供たちはさら

に主体的に学習に取り組むことができるようになり、PDCAサイクルに沿って自らの学習を真似

ジメントし、子供自身が自らの力で深い学びを実現していくことができるようになると考え

る。 

（３） 「自己評価の力」の捉え方について 

本研究では、子供たちは、どのような発達の段階であっても、学習経験に違いがあっても、

運動や学習に取り組む中で、一人一人が「今もっている力で自己評価を行っている」ととらえ

ている。子供は、これまでの学習経験や運動経験の中で身に付けてきた様々な力を生かしたり

関連させたりしながら自己評価を行っている。そのため、一人一人の子供がもつ自己評価の力

は、これまでの経験によって異なり、自己評価の場面で活用する力も異なっていると考える。

この一人一人がもつ自己評価の力を、子供自身が見いだした学習課題を解決する活動を通して

高めていく。 

また、子供が今もっている力を生かして自己評価を行い、その活動の積み上げの中で、「自

己評価の質」が高まっていくことを「子供の『自己評価の力』の高まり」ととらえている。今

年度の研究においては、このような子供一人一人がもつ「自己評価の力」を高めていくための

手立てを工夫する。 
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（４） 研究の経過及び領域部会独自の研究の視点について 

① 研究の経過と研究の視点について 

本研究会では、研究主題に迫るため、これまでに次の研究の視点を設定して研究を推進して

きた。 

 

 

また、これらの視点に基づく研究活動及び実証授業の結果から、子供が自ら深い学びを実現

していくためには、次の２点が重要であると考え、各領域部会においてその手立てを具体化し、

実証授業を繰り返し行い、研究を進めてきた。 

 

 

そして今年度、「子供一人一人の『自己評価の力』を高める手立て」に視点を当てて研究進め、

実証授業を通して手立ての有効性について検証を行う。特に、「教師が『させる』自己評価から、

子供が『する』自己評価へ」の転換を図ることを重視している。このことにより、「子供が自ら

深い学びを実現していく体育学習」における子供の「学習の道筋（学習過程）」と、その学習活

動を充実させるための教師のかかわり方を明らかにすることができると考え、研究を進めてい

く。 

② 部会独自の研究の視点について 

      上記の都小体研の研究の視点以外に、各領域部会がこれまでの研究において、研究課題とな

っている事項のうち優先順位の高いものを「部会独自の研究の視点」として設定して研究を進

める。 

   図：「子供が自ら深い学びを実現していく体育学習」における子供の「学習の道筋」（例） 

  

  

 

 

 

 

      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

子供が自ら深い学びを実現するための学習の道筋（学習過程） 

①  
運動との 
出会い 

② 
学習課題

を 
見いだす 

③ 

学習課題を解決する活動 

④ 

振り返り 

令和２年度の研究の視点は、図中②のための手立ての工夫とした。研究を進めていく中で、図中

③の充実を図るための手立てを工夫する必要があることが明らかとなり、実証授業を通してこれ

らの手立てについて検証を行った。その際、子供が自らの学習課題を見いだせるようにするため

には、「運動と子供との『出会い』」が重要であることが明らかになった。 

 令和３年度は、子供が自ら学習課題を見いだすことにつながる「運動との出会い」の在り方や手

立てを工夫した（図中①）。また、前年度の研究の視点に加え、「子供が運動と出会い、学習課題を

見いだし、それを解決するための活動を行う」という学習の道筋を整理する目的から、「子供が見

いだした学習課題を解決するための学習過程の在り方」に視点を当てて研究を進めた。実証授業

を通してこれらの手立ての検証を行った結果、研究主題「子供が自ら深い学びを実現していく体

育学習」に迫るためには、子供自身による学習の「振り返り」（図中④）の充実を図ること、学習

を振り返ることを通して一人一人の自己評価の力を高めていくことが必要であると考察した。 

そこで、令和４年度は、一人一人の子供の『自己評価の力』を高める手立ての工夫」を研究の視

点とした。また、子供が行う「振り返り」を単元や１時間の終末に行う学習活動に限定して捉えず

に研究を進めていくこととした。子供は、学習活動の様々な場面において、自分の動き、運動や学

習課題への取り組み方、取り組んだり試したりした結果などを振り返っており、これらを含めて

「自己評価」ととらえている。 

今年度は、これらを踏まえて実証授業を行い、工夫した手立てについての検証を行った結果を基に、

「子供が自ら深い学びを実現していく体育学習」の在り方についてまとめていく考えである。 

令和２年度 子供一人一人が自らの学習課題を見いだすための手立ての工夫 

令和３年度 子供が見いだした学習課題を解決していく学習過程の在り方 

 

○子供が見いだした学習課題を解決するための手立ての工夫 

○子供と運動との「出会い」の工夫 （保健領域では「子供と課題との『出会い』」） 
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Ⅱ 学習指導案 

表現運動系領域部会 実証授業② 

 

 

１ 研究主題の実現に向けた部会の考え方  

表現運動は自己の心身を解き放して、イメージやリズムの世界に没入してなりきって踊ったり、互

いのよさを生かし合って仲間と交流して踊ったりする楽しさや喜びを味わうことのできる運動であ

る。また子供一人一人がそれぞれ異なるゴールイメージに向けて取り組む学習である。 

本部会では表現における深い学びを、一人一人の子供がそれぞれの学習課題を見いだし、その解決

を図る中で、表現の工夫の仕方を習得したり、それらを活用して踊ったりすることを繰り返し、動き

を強調したり、表情や目線まで表現して感じを込めたりして、試行錯誤しながらそれぞれの子供が表

したいイメージの表現を探究することと捉えた。 

  また表現における学習課題を次のように考えた。 

・「表現運動って楽しいな」という思いから、自分たちで「やってみたい」と見いだした学習課題。 

・自分の動きや踊りを「もっと工夫したい」と見いだした学習課題。 

  ・自分の動きや踊りの「よさを知りたい」「よりよくしたい」と見いだした学習課題。 

令和３年度までに、学習課題を見いだし解決していくための詳細な学習過程を作成したり、一人一

人異なる学習課題に応じた選べる学習カードや教師のかかわりについて検討したりしながら研究を

続けてきた。本年度は子供一人一人の『自己評価の力』を高めることに視点を当てながら、学習過程

や選べる学習カード、教師のかかわりについて再検討するとともに、深い学びに迫るための手立てを

講じる。 

 

２ 研究の視点（自己評価について） 

  本年度の研究の視点である自己評価している子供の姿を以下のように捉えた。 

子供がひと流れの動きで即興的に踊ったり、ひとまとまりの動きで作品づくりをしたりするときに、

自己やグループの踊りについて、表したい感じやイメージが表現できているかを振り返り、踊りや学

び方の改善に生かすこと。 

  また自己評価の力は、以下の４つを繰り返すことで育まれると捉えた。 

・自分の学習課題を見いだす。 

・自分の得意なことや自信がもてることについて自覚する。 

・自分のよいところを伸ばしたり、学習の不十分な点を改善したりする方法を考える。 

・他者からの評価、動画を参考にして客観的に振り返る。 

 

３ 夏季合同研究会より 

・「デジタル振り返りシート」の活用による自己評価の力の高まりはどの程度見られるのかについて

検証すること。 

・表現における深い学びについて具体的に捉え直すこと。 

・よい動きを書きためた掲示物「動きの貯金箱」の単元後半における活用方法を検討すること。 

・単元後半の「ひとまとまりの動きにして踊る」時間の、学習過程や教師のかかわり、学習環境の整

備について再検討すること。 

 

 

 
４ 



４ 学習指導案 

（１）実証授業②実施校等 

江戸川区立下小岩第二小学校  

第６学年１組 児童：32名 指導者：主任教諭 阿部 千春 

 

（２）単元名 

表現運動 表現「大変だ！」 

 

（３）単元の目標 

知識及び技能 表現の行い方を理解するとともに、表したい感じを表現することができるよ

うにする。 

思考力，判断力，表現力等 自己やグループの課題の解決に向けて、表したい内容や発表の仕方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにす

る。 

学びに向かう力，人間性等 表現に積極的に取り組み、互いのよさを認め合い助け合って踊ったり、場の

安全に気を配ったりすることができるようにする。 

 

（４）単元の評価規準 

知識・技能 運動の行い方を理解するとともに、表したい感じを表現したり踊りで交流し

たりしている。 

思考・判断・表現 自己やグループの課題の解決に向けて、表したい内容や踊りの特徴を捉えた

練習や発表・交流の仕方を工夫しているとともに、自己や仲間の考えたこと

を他者に伝えている。 

主体的に学習に取り組む態度 運動に積極的に取り組もうとし、互いのよさを認め合い助け合って踊ろうと

していたり、場の安全に気を配ったりしている。 

 

（５）児童の実態 

１・２学期に実施した器械運動や陸上運動の学習においては、一人一人が学習課題を設定し、そ

の解決のための場や方法を選ぶ経験をしてきた。また、学習課題を見いだしたり解決したりする過

程で、タブレットで自分の動きを撮って見たり、友達に自分の動きを見てアドバイスしてもらった

りすることのよさに気付くことができた。 

しかし、自己評価の力には個人差があり、自分の活動を適切に振り返ることが難しく、自分に合

った場や解決方法を選ぶことができない児童もいる。また、本学級の児童は表現の学習内容にある

「表したい感じやイメージを動きにして踊る」経験が乏しいため、自分や友達の動きのどこがよい

のか、どこがよりよくできるのかを見付けるのが難しい傾向にある。 

そこで、本単元では単元前半において経験した「よい動き」を書きためることで、単元後半の

自己評価や友達同士の見合いに活用できるようにしていく。また、子供一人一人が「いつ」「どの

ような」自己評価を行うか自分で選択して取り組み、自らの学習を改善したり学びの成果を実感

したりできるようにしていきたい。 

 

 
５ 



（６）子供が自ら深い学びを実現していくための手立ての工夫 

①学習過程の工夫 

本部会では、予想される児童の思いから学習活動を考え、児童が自ら深い学びを実現していく

ための詳細な学習過程を作成した。 

 

表現運動は、自己の心身を解き放して、リズムやイメージの世界に没入してなりきって踊った

り、互いの良さを生かし合って仲間と交流して踊ったりする楽しさや喜びを味わうことができる

という特性がある。また、ゴールフリー的な「探究型」の学習を基本にしている。「やってみる

（習得）」から「ひろげる（活用）」への学びの循環を繰り返しながら、「深める（探究）」へと発

展させ、そのプロセスへの総体が「探究型」の学習になっているのが特徴である。              

（村田芳子 表現運動-表現の最新指導法より） 

 

単元前半では、「みんなでやってみる（習得）」時間と、「ひと流れの動きにして踊る（活用）」

時間を設定し、イメージを膨らませて表現運動の楽しさを味わわせるとともに、いろいろな動き

を見付けたり、工夫したりできるようにした。そして、単元後半の「ひとまとまりの動きにして

踊る（探究）」時間には、これまでに学習したことを生かして表したい感じやイメージを強調する

ための工夫選んだり、ICTの活用や見合いなどを通して友達から伝えられたことを取り入れたりす

ることで、イメージに合った動きを確かめながら、自分たちの踊りを深められるようにした。こ

のように、習得と活用を繰り返し、探究的な活動につなげることで、児童が自ら深い学びを実現

していけるようにしていく。（学習資料①参照） 

  

②「ひとまとまりの動きにして踊る」時間における教師のかかわり 

単元後半の表したい感じやイメージをひとまとまりの動きにして踊る活動において、子供一人一

人の見いだした学習課題の解決に向けて、子供たちの学習課題に応じて教師がかかわれるように発

問や称賛、支援の例を具体的に示した。（学習資料②参照） 

 

③学習環境の整備 

   学習過程において子供が深い学びを実現していくことができるように、「みんなでやってみる（習

得）」「ひと流れの動きにして踊る（活用）」「ひとまとまりの動きにして踊る（探究）」それぞれの学

習場面に適した学習環境を整備した。（学習資料③参照） 

【内容】 

〇活動     ・・・どのような活動内容を提示するか 

（どのような活動内容を選ぶことができるようにするか）  

   〇場、曲    ・・・どのような場を設定するか、どのような曲を設定するか 

   〇人数、グループ・・・どのような人数、グループを編成するか 

   〇教具     ・・・どのような教具を準備するか 

 

   特に単元後半における「ひとまとまりの動きにして踊る」時間に、子供自身が学習状況に応じて

活動の行い方を選択し、振り返りながら学習改善に取り組むことで一人一人の子供が学びを深めて

いくことができるように学習環境を整備する。 

 

６ 



「ひとまとまりの動きにして踊る」時間の活動内容 

  グループでひとまとまりの動きにして踊る活動を行う。グループでどんな題材や構成にして踊

るか話し合い、どのように踊りをよりよくしていくかを考え、学習活動を選びながら何度も運動

に取り組む。※話し合いの時間が多くならないようにする。 

【子供自身が選ぶ学習活動】 

 〇話し合い  〇踊ってみる  〇ICT による撮影  〇他グループとの見合い 

 

④よい動きを書きためた掲示物「動きの貯金箱」の活用 

動きのポイントが見て分かる掲示物「動きの貯金箱」を作成する。子供たちが見付けたよい動き

や工夫のポイントを毎時間書きためていくことで、できたことの実感や次の課題設定の手助けにな

るようにした。また、「動きの貯金箱」を見て、「今日は〇〇だったので、次はもっと～したい。」

と自己評価したり、次の学習課題を見いだしたりすることができる。（学習資料③参照） 

 

 

 

 

 

 

〈活用の仕方〉 

みんなでやってみる 

（習得） 

教師のリードで踊った後のよい動きを紹介し合う時に、でき

た工夫を確認したり、新しい工夫を書き足したりして、全体

でよい動きや工夫を共有する。 

ひと流れの動きにして踊る 

（活用） 

子供たちが工夫を取り入れることで、さらにイメージを強調

できたことを実感する。また、取り入れたい工夫を見いだす

ための手助けにする。 

ひとまとまりの動きにして踊る 

（探究） 

「はじめーなかーおわり」の「なか」の部分を強調するため

に、踊りの合間に掲示物を見て、よりよい動きになる工夫を

見付ける手助けにする。 

学習の振り返り 

この時間で、取り入れることができたよい動きや工夫を確認

し、新しく見付けたよい動きや工夫を掲示物に書き加える。

イメージにふさわしいよい動きになったか確かめたり、自分

たちの動きをよりよくするための手助けにしたりする。 

 

⑤デジタル振り返りシートの活用 

振り返りの基にしたことを「実感」「掲示物」「友達からの言葉」「自分で撮影」から選んで○を入

力することで、自己評価する際の根拠を明確にすることができる。この経験を積み重ねていくこと

で自己評価の質を高めることにつながると考えた。 

   また、１つのシートで学習の履歴をいつでも振り返えるようにすることで、自身の学びの変容を

実感することができるようにした。（学習資料④参照） 

 

 

・持ち運びを考慮して、プラスチック段ボールを

100cm四方の大きさにカットして使用した。 

・色上質紙をカットして、裏にテープのりを付けて

付箋のように使用できるようにした。 

７ 



（７）学習過程 

＜ 第６学年 表現「大変だ！」 ＞ 

時間 １ ２ ３（実証１） ４ ５ ６（実証２） ７ 
段階 運動との出会い 習得・活用 探究 

 

 

 

 

学 

習 

内 

容 

・ 

活 

動 

           

 

            

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は（９）学習資料①学習過程をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心と体をほぐす 

・体ほぐしの運動 ・表現リズム遊び ・リズムダンス 等 

カルタや出し合ったイメ
ージを第２時～第４時で
どのように取り組んでい
くかをみんなで考える。 

みんなでやってみる【習得】 

イメージをふくらませる ひとまとまりの動きにして踊る【探究】 

交流会をする 
子供たちから

願いが出たら

行う。発表の仕

方を工夫する。 

学習の見通しをもつ 

ひと流れの動きにして踊る【活用】 

みんなでやってみる 

振り返り・学習課題の選択 

単元の振り返りをする。 

８ 



（８）本時の学習 

① 本時のねらい 

表したい感じやイメージにふさわしい動きになっているかを確かめたり、他のグループと見合

ったりして、よくなったところや、よりよくできるところを伝えることができるようにする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

② 本時の展開（７時間中の６時間目） 

学習内容・活動 ○教師のかかわり ◎配慮児童への支援 □評価 

１ 心と体をほぐす。 
・体ほぐしの運動をする。 
・リズムに合わせて踊る。 

 
 
２ 学習活動と学習課題を確

認する。 
・今日の学習活動を全体で
確認する。 

・お互いの学習課題をグル
ープ内で共有する。 

 
３ 表したい感じやイメージ

が強調されるように、ひと
まとまりの動きにして踊
る。 
・イメージボードを使いな
がら「はじめ－なか－お
わり」の３つの場面でひ
とまとまりの動きを考
える。 

  ・一番表したい場面が強調
されるように工夫しな
がら踊る。 

・自分たちの表現をタブレ
ットで撮影して観たり、
他のグループと見合っ
たりして、よくなったと
ころや、よりよくできる
ところを見付ける。 

 
 
 
 
 
４ クーリングダウンをする。 
 
５ 学習の振り返りをする。 
  ・デジタル振り返りシート

に打ち込む。 
  ・次時の学習課題を設定す

る。 
  ・数名の児童が振り返りを

発表する。 

◎恥ずかしさや苦手意識をもっている児童に
は、「先生の真似をしてみてね」と言って一
緒に踊ることで表現運動の楽しさを味わう
ことができるようにする。 

 
○共通の学習活動のみを全体で確認する。 
○各グループの様子を観察しながら、自己の学
習課題を友達に伝えるように促す。 

◎グループの友達に自己の学習課題を伝える
ことが難しい児童には、デジタル振り返りシ
ートを確認するように促す。 

 
〇表したい感じやイメージにふさわしい動き
になっているか確かめるためにはどうした
らよいか問いかけることで、動画で観たり、
他のグループの友達に見てもらって感想を
聞いたりすることが自分たちの動きをさら
によりよくすることに繋がるということに
気付けるように促す。 

○動画を観ているグループには場面を強調す
る工夫を問いかけ、動きを直接的に価値付け
ないようにする。 

○見合いをしている児童にはよくなったとこ
ろや、さらによりよくできるところがあるか
問いかけ、それを伝えるように促す。 

◎場面を強調する工夫を見付けることができ
ていない児童には、動きの貯金箱を見ながら
４つの工夫がどのようなものだったかを思
い出すように促す。４つの工夫（動き、リズ
ム、空間、かかわり）は動きの貯金箱で確認
できることを指導する。 

◎「はじめ－なか－おわり」の内容が決まって
いないグループには、児童の思いを聞き、一
緒に踊りながら動きを例示する。 

 
 
 
〇本時の学習課題を解決することができたか、
またどのように解決したのかを問いかけ、本
時の成果や課題に気付くことができるよう
にする。 

◎振り返りをシートに打ち込むことができな
い児童には、当該児童の学習課題を確認した
上で解決できたかどうかを問いかけ、一緒に
内容を考える。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□表したい感じや
イメージにふさ
わしい動きにな
っているかを確
かめたり、他の
グループと見合
ったりして、よ
くなったところ
やよりよくでき
ることを伝えて
いる。 

【思考・判断・表現】 
（観察・発言） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□表したい感じや
イメージにふさ
わしい動きにな
っているかを確
かめたり、他の
グループと見合
ったりして、よ
くなったところ
やよりよくでき
ることを伝えて
いる。 

【思考・判断・表現】 
（デジタル振り返りシート） 
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時間 １ ２ ３（実証１） ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 

習 

活 

動 

・ 

内 

容 

 

 

友達と一緒に協力して表現運動に取り組みたいな。  
楽しく踊れるようになりたいな。 
動きを工夫して踊れるようになりたいな。 
 

     振り返り 本時の学習の振り返りをする。 

みんなでやってみる【習得】 
出てきたイメージを基に、教師のリードに合わせて踊ってみる。いろいろなイメージで踊ってみる。教師が価値付けたことを自分もやってみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひと流れの動きにして踊る【活用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなでやってみる 

 

運動との出会い 

イメージカルタ 
テーマ「大変だ！」 

 

教師のリードに合わせて踊る 

【学習経験のない学級】 
イメージカルタを引き、教師のリードに合わせて
踊ってみる。教師が価値付けたことを自分もやっ
てみる。 
 
【学習経験のある学級】 
イメージカルタを１枚引き、教師のリードに合わ
せて踊った後、イメージカルタをグループで引
き、いろいろなイメージで踊ってみる。 

 

学習の見通しをもつ 

「みんなでやってみる」で取り組んだイメージカ
ルタからおもしろかった「大変だ！」や、その他
にも「大変だ！」でイメージするものがあれば出
し合う。出し合ったものを第２時～第４時でどの
ように取り組んでいくかをみんなで考え、学習の
見通しをもつ。 

 

イメージをふくらませる 
イメージバスケット 第１時で出し合った「大変だ！」から、どのようなイメージが浮かぶかを自由に考え、オノマトペなどで出し合う。 

 

学習課題の選択 次の時間に解決したい学習課題を選択する。 

友達の真似をしてみたり、一緒に踊ってみたりしたら、楽しく踊れることに気付いた。 
掲示物を見たら、イメージに合う動きを見付けられた。 
動画で動きを確認したり、友達からアドバイスをもらったりしたら、どこをよりよくできるか分かった。 

 

生活 

自然 

戦い 

スポーツ 

社会 

（９）学習資料  ①学習過程  第６学年 「大変だ！」（やや進んだ段階） 
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時間 ５ ６（実証２） ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 

習 

活 

動 

・ 

内 

容 

 

心と体をほぐす 
 

友達と関わりながら心と体をほぐす運動に取り組む。 （例）・スキップ＆ストップ ・体じゃんけん ・足踏み ・窓拭き ・バランス崩し ・子取り鬼 ・リズムダンス 

自分のよさを伸ばしたり、足りないことを改善したりす
る方法を見付けられた。こういうふうに学習したら、よ
りよくできることが分かった。他の学習でも、いろいろ
なことをもとに自分の学習について振り返って、自分の
学習課題を見付けて解決していきたい。 

 
 

ひとまとまりの動きにして踊る【探究】 
 

「はじめ―なか―おわり」の三つの場面でひとまとまりの動きを考える。一番表したい場面（なか）を強調する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会をする 
※子供たちから願いが出たら行い、交流の仕方を工夫する。 

振り返り 本時の学習の振り返りをする。学習カードの選択肢の中から、自己評価の根拠を選び振り返る。 

学習課題の選択 次の時間に解決したい学習課題を選択する。 

友達の真似をしてみたり、一緒に踊ってみたりしたら、楽しく踊れることに気付いた。 
掲示物を見たら、イメージに合う動きを見付けられた。 
動画で動きを確認したり、友達からアドバイスをもらったりしたら、どこをよりよくできるか分かった。 

 

前回よりも自信をもって踊りたい。 
強調するところに合った動きの工夫を入れて踊りたい。 

                             もっとよりよくできるところを考えて踊りたい。 

振り返り 単元の振り返りをする。 
 

1
1

 



②教師のかかわり 

 

 

見合い 

イメージを表せている

か見せる。 

他のグループのよいと

ころを取り入れる。 

 

ICTの活用 

自分たちの動きが

イメージにふさわ

しいか、確認する。 

動きの貯金箱の 

活用 

表したい感じやイ

メージを強調する

ための工夫を選ぶ。 

イメージボードの 

活用 

はじめ―なか―お

わりにふさわしい

工夫を取り入れて

踊りを構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ひとまとまりの動きにして踊る 

もっと感じを込めた表現になるように工夫して踊ろう。 

 ・「はじめ-なか-おわり」の３つの場面でひとまとまりの動きを考える。 

   ◎一番表したい場面（なか）が強調されるように工夫して踊る。 

学習課題例 

イメージを選ぶ 

ひとまとまりの動きを考える 

グループで考えた

動きをできるよう

にしたい。 

イメージに合った 

動きの工夫を 

入れたい。 

表したい感じや

イメージを 

強調したい。 

よりよくできる 

ところを 

見付けたい。 

子供が選ぶ学習活動 
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称賛できていることを褒めて、自信をもてる

ようにする。 

 

 

 

 

 

支援工夫を取り入れて踊ってみるよう促す。 

・友達の動きに合わせて

踊れていたね。 

・前回よりも大げさに踊

れるようになったね。 

発問どうしたらもっと表現がよりよくなるの

か考られるようにする。 

 

 

 

 

称賛自己評価を通してよりよくしようとして

いる姿を褒める。 

 

 

 

 

 

 

どんな動きをしたら 

オーバーになるかな。 

オーバーに踊れて
いるね！ 
スローモーション
も入れているね！ 

忍者とか、他のイメ
ージで踊るのも面
白いよ。 

・どうしたらもっとよりよ

くなるかな？ 

・どうしてその工夫を取り

入れたの？ 

・イメージにふさわしい動き

になっているか確かめるた

めに、ICT を使ったんだね。 

 

・イメージを表せているか 

知りたかったから、友達に

見てもらったんだね！ 

学習課題に応じた 

教師のかかわり 

グループで考えた動きを 

できるようにしたい 

活用したい子供 

よりよくできるところを 

見付けたい  

発問自分たちの考えた「はじめ‐なか‐おわり」

に合った工夫か考えられるようにする。 

 

 

 

発問「なか」を強調する工夫を考られるように

する。 

 

 

 

 

支援学習課題を解決する方法を紹介する。 

 

発問どんな工夫が入れられるか考えられるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

称賛第２～４時に習得した工夫を取り入れて

踊っていることを褒める。 

 

イメージに合った 

動きの工夫を入れたい 

 
・友達とバラバラに踊って、

「次々と」が伝わってきたよ。 
・スローモーションを取り入

れてイメージに近付けて踊

れたね。 

表したい感じやイメージを 

強調したい 

（イメージボードを見ながら） 

・このイメージと動きは合って

いるかな？ 

（動きの貯金箱を見ながら） 

・一番表したい場面をもっと

強調するには、どんな工夫

を取り入れたらよいかな？ 

（動きの貯金箱を見ながら） 

・今まで学習したことで取り

入れられそうな工夫はある

かな？ 

・他のグループの動きを見て

取り入れてみるのはどう

かな。 

・「離れたり集まったり」を

取り入れて踊ってみた

ら？ 
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③学習場面ごとの学習環境の整備 

「みんなでやってみる（習得）」「ひと流れの動きにして踊る（活用）」「ひとまとまりの動きにして踊

る（探究）」それぞれの学習場面に適した活動内容・場・曲・人数（グループ）・教具を整備する。 

 

 

【活動】教師の言葉かけに合わせて踊る。 

 

 

      

 

     

 

 

【場】体育館全体に広がって踊る。 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

   

          

 

【曲】題材の雰囲気に合った曲（２～３分）を繰り返し流す。 

（実証１、２で使用した曲） 

♪ 「Da Plane and Da Cycle」 マイケル・ジアッキーノ 

【人数・グループ】教師とクラス全体 

  イメージや児童の実態によりグループで行ってもよい。 

 （例）群を生かした動き 

個人で表現に取り組む。教師の言葉かけを聞きながら、それに合わせてイメージし

て踊る。 

教師はイメージカルタを１枚引き、そのイメージに合った言葉かけでリードする。

即興的に踊ることができている子供の意欲的な姿を称賛する。 

 

一人一人が間を取って場の安全に気を付けながら踊る。表現上必要な移動はしても

よい。 

子供の間を回りながら、全体に言葉かけをする。 

 

ホワイトボード 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館全体を使って踊る。 

14 



 

【活動】いろいろなイメージを即興的にどんどん踊る。 

 

     

 

 

    

     

 

 

【場】グループごとに分かれて行う。 

 

 

 

 

 

 

         

 

【曲】題材の雰囲気に合った曲（３０～４０秒程度）を流す。 

（実証１、２で使用した曲） 

♪ 「Dungeon Mayhem」 ヘイター・ペレイラ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              これらの曲を繰り返し再生する。 

カルタをめくる時間 

（30秒） 

はじめのポーズ

をして、曲が始

まるのを待つ。 

カウントダウン 

（10秒） 

即興的に踊る時間 

（30～40秒） 

話し合いの目安に

なるような短めの

曲を選ぶ。 

子供のイメージを助

ける題材の雰囲気に

合った曲を選ぶ。 

グループで表現に取り組む。イメージカルタをグループで引き、いろいろなイメー

ジで踊ってみる。 

 

教師は各グループを回り、カルタからイメージして踊ることができている子供の意

欲的な姿を称賛する。動きが止まってしまうグループや子供にはイメージを促す発

問や、友達の真似をして動くことを言葉かけする。 

 

グループの数で

大まかな位置を

決める。 

☆の位置にイ

メージカルタ

を置く。 

※表現上、場所からはみ出ても構わないが、 

安全に活動できるよう配慮する。 

グループでイメージカルタをめくるときと、即興的に踊るときで曲を変えてつなぎ、考え

る時間と踊る時間のメリハリをつけるとともに、活動を続けることができるようにする。 

ホワイトボード 
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【活動】グループで選んだイメージを即興的に踊る。 

 

     

 

 

 

     

 

【場】グループごとに分かれて行う。 

         

 

 

 

 

 

 

 

【曲】小テーマの雰囲気に合った曲（30〜40秒）を流す。 

（実証１、２で使用した曲） 

「身近な生活」♪「Dungeon Mayhem」 ヘイター・ペレイラ 

「自然」♪「Light Speed at the End of the Tunnel」マイケル・ジアッキーノ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

これらの曲を繰り返し再生する。 

話し合いの曲 

（１分） 

カウントダウン 

（10秒） 

ひと流れの動きの曲 

（30～40秒） 

はじめのポーズ

をして、曲が始

まるのを待つ。 

子供のイメージを助

ける題材の雰囲気に

合った曲を選ぶ。 

話し合いの目安に

なるような短めの

曲を選ぶ。 

グループの数で

大まかな位置を

決める。 

☆の位置にイ

メージカード

を置く。 

※表現上、場所からはみ出ても構わないが、 

安全に活動できるよう配慮する。 

グループで取り組む。イメージを選べるカード（教具①）やイメージカルタから

選んだイメージを即興的にどんどん踊っていく。（30～40秒） 

教師はグループを回り、踊っている最中には、よい動きを称賛したり、動きが止

まってしまう子供に言葉かけをしたり一緒に踊ったりなどの支援を行う。曲間に

は掲示物を見せて発問（下部参照）する。 

 

グループでイメージや取り入れたい工夫を話し合って選ぶときと、即興的に踊るときで曲

を変えてつなぎ、考える時間と踊る時間のメリハリをつけるとともに、活動を続けること

ができるようにする。 

ホワイトボード 
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【人数・グループ】４～５人のグループ 

 

       

 

 

 

【教具①】イメージを選べるカード 

  カードにイメージのイラストを並べる。 

 子供にアンケートを取り、みんなでやってみる（運動との出会い②）で 

楽しかったカルタのイメージや、やってみたいイメージを聞いて取り上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教具②】よい動きを書きためた掲示物「動きの貯金箱」 

   各グループを回る際に持って回り、曲間にそのグループに見せながら自分たちの表現を振り返

ることができるようにする。 

その時間のめあてや教師の意図に合わせた発問をする。 

  （例）〈できた工夫を実感する〉                 〈次の課題を見いだす〉 

                    

         

                    

 

 

 

 

【教具③】ICT（タブレット） 

  自分たちの表現を動画で撮影しておいて、後で振り返る。 

※子供から要望があった際には振り返りや授業時間外で活用できるようにしてもよい。即興的に踊

る時間が少なくならないように気を付ける。 

  

  

例 

 に 

しよう！ 

「どんな工夫で激しさを 

表現した？」 

「その工夫を入れたら 

どんな感じだった？」 

「さらにどんな工夫を入れ

たらよさそう？」 

「どの工夫を 

取り入れたい？」 

20 

 群の動きを生かしやすい人数で行う。 

※人数が多すぎると、友達の踊りを見ているだけで、自分から動かなくなって

しまうこともある。 



【活動】グループで考えたイメージを強調するように、 

    「はじめ−なか−おわり」をつけて踊る。 

 

     

 

 

 

 

〈子供自身が選ぶ学習活動〉 

・「話し合い」 

座り込んで話し合うのではなく、体を動かしながら行う。イメージボードを活用する。 

 

・「踊ってみる」 

グループで話し合った、イメージに合う動きを踊り、さらに工夫をしていく。 

 

 

・「ICTによる撮影」 

自分たちの動きが表したい感じやイメージに 

ふさわしいかを確認する。 

 

・「他グループとの見合い」 

相手グループのよいところやよりよくできるところを、 

見付けて伝え合う。 

                    

【場】グループごとに分かれて行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループの数で

大まかな位置を

決める。 

☆の位置にイメージボー

ドを置く。タブレットは

譜面台等に乗せて、全体

が映る場所に置く。 

※表現上、場所からはみ出しても構わないが、安全に

活動できるよう配慮する。 

※自分たちの場を離れて、他のグループと見合いをし

てもよい。 

グループで取り組む。どのような小テーマでどのような構成にして踊るかを話し合いなが

ら、何度も繰り返して踊る。 

その際、ただ踊るだけでなく、どうすれば表現をよりよくすることができるかを考えて、

取り入れる工夫を考えたり、動画を撮影して振り返ったり、他のグループからアドバイスを

もらったりと、子供自身が学習活動を選んで取り組む。 

 

ホワイトボード 
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【曲】題材の雰囲気に合った曲（１分程度）を流す。 

（実証１、２で使用した曲） 

♪「Utter Lunarcy」マイケル・ジアッキーノ 

♪「Rushin' The Russian」マイケル・ジアッキーノ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

   

              

 

 

 

             

 

 

 

 

  

               これらの曲を繰り返し再生する。 

 

※曲にしばられないで話し合いをしたり踊ったりしてもよい。ただし、通して踊るときは曲に合わ

せて踊る。 

【人数・グループ】４～５人のグループ 

 

     

 

 

話し合いの曲 

（１分） 

カウントダウン 

（10秒） 

ひとまとまりの動きの曲 

（１分程度） 

話し合いの曲 

（１分） 

カウントダウン 

（10秒） 

ひとまとまりの動きの曲 

（１分程度） 

話し合いの目安に

なるような短めの

曲を選ぶ。 

はじめのポーズ

をして、曲が始

まるのを待つ。 

子供のイメージを助

ける題材の雰囲気に

合った曲を選ぶ。 

激しさを表すために次はもっと

広く散らばってみよう！ 

どうやって

踊ろうか。 

グループでイメージを選んだり、活動を選んだりする話し合いのときと、即興的に踊ると

きで曲を変えてつなぎ、考える時間と踊る時間のメリハリをつけるとともに、活動を続け

て行うことができるようにする。 

表したい感じが大げさにできているか、

タブレットで撮ってみて確認しよう。 

 群の動きを生かしやすい人数で行う。 

※人数が多すぎると、友達の踊りを見ているだけで、自分から動かなくなって

しまうこともある。 
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【教具①】イメージボード 

（小ホワイトボード、プラスチック段ボール、ICT等） 

タイトルや「はじめ−なか−おわり」の構成を書き込んで視覚的に共有する。 

取り入れたい工夫なども書き込んでいく。 

※Jamboard等のホワイトボードアプリがある場合は、タブレットで作成する方法もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教具②】よい動きを書きためた掲示物「動きの貯金箱」 

体育館に掲示しておき、イメージを強調するために取り入れることが

できた工夫を振り返ったり、取り入れたい工夫を見いだすために参考に

したりする。  

※子供から要望があった場合には、各グループに「動きの貯金箱」の   

写真を配付してもよい。 

 

 

【教具③】 ICT（タブレット） 

自分たちの表現を動画で撮影しておいて振り返る。 

※踊る時間が少なくならないように気を付ける。 
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④デジタル振り返りシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ メリット・デメリットについて 
  ○１ページにまとまっていることで学びの履歴を振り返りやすく、単元を通して自己の変容に気付

きやすい。 
  ○学習課題の設定は、セルをクリックすることで選択肢から自分に合った学習課題を選ぶことがで

き、短時間での入力が可能である。（当てはまるものがない場合は、自由記述可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○振り返りの基にしたことを「実感」「掲示物」「友達からの言葉」「自分で撮影」から選んで○を入

力することで、自己評価する際の根拠を明確にすることができ、この経験を積み重ねていくこと
で自己評価の質を高めることができるのではないかと考える。 
※複数選択可 
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○Teams 等、クラスで利用している投稿機能を使って、自分の振り返りを全体で共有することがで
きる。友達の振り返りから学んだことを、自己の課題解決に生かすことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○教師のコメントによるフィードバックや価値付けができる。子供の記述のよい部分は色を変えて

価値付けることで、子供の自己評価する力を高めていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ▲タイピングに慣れていない児童には時間がかかるため、日々の積み上げが必要である。 
  ▲誤作動等でデータを失う恐れがある。 
 
２ 学習課題の選択肢について 

   学習指導要領解説をもとに、子供が見いだす学習課題を想定し、選択肢を以下のように作成した。
設定したい学習課題が下記の選択肢にない場合は、「その他」を選択し、自由に記述することが可能
である。選択肢を複数選択することができないため「その他」を選択して入力することも想定され
る。 

 
表現を楽しみたい 動きをよりよくしたい その他 

   
積極的に踊りたい。 
友達のよさを認めたい。 
グループで助け合いたい。 
役割を果たしたい。 
場の安全に気を付けて踊りたい。 

激しくオーバーに踊りたい。 
イメージしたことを動きにした
い。 
リズムを変えて踊りたい。 
場を広くつかって踊りたい。 
人数の多さをいかして踊りた
い。 
目線や表情を工夫して踊りた
い。 
表したい感じやイメージを強調
して踊りたい。 

（自由記述） 

 
３ 汎用性について 

   デジタル振り返りシートは、表計算ソフトで作成している。Microsoftであれば「Excel」、Google
であれば「Googleスプレッド・シート」、Appleであれば「Numbers」等、それぞれに互換性がある
ため、勤務校の端末がどのソフトを使っているのかを確かめたうえで活用できるとよいと考える。 

   デジタル振り返りシートを児童の端末に振り分ける場合には、Microsoft teamsのようなプラット
フォームを活用したい。 
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４ 実証授業①を振り返って 
○振り返りの基にしたことを「実感」「掲示物」「友達からの言葉」「自分で撮影」から選んで○を入
力することで、自己評価の根拠を明確にすることができる。選択する数が増えたり、前時までと
異なる根拠を選んだりする子供が増え、より一層客観的に自己評価することができるようになっ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○めあてと振り返りが正対している子供が増えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○抽象的な内容だった記述が、より一層具体的な内容に変容していった。 
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☆単元を通して自己の変容に気付ける！ 

☆根拠を明確にして自己評価ができる！ 

☆友達の振り返りから学べる！ 

☆教師のコメントでフィードバックや 

価値付けができる！      などなど     

 

これまでの指導案や資料は、 

こちらからご覧になれます！ 

ぜひ授業でご活用いただき、 

分からないことは表現部まで 

お問い合わせください！ 


